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ある,し たがって,各 機関,個 人とも,新 しい国際環境
が形成 されつつあることを考慮に入れながら,過去の経








バルにおける,氷河,海 氷,海 洋の研究が開始 されたと










て変 りはない.南 極条約発効後30年が経 ち,平 成3年
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いる.こ れらの船は輸送能力を持つ と同時に,研 究船 と










動の強化,船 上での観測,研 究の充実をもたらす.さ ら





























































1913年に 設 立 され た,フ ィ ン ラ ン ド科学 ア カ デ ミー ・
ソ ダ ンキ ラ地球 物 理 観 測所 は,職 員 数30名の,北 極 域 や
その 周 辺 に お け る 地 球 物理 観 測 の実 施 と科 学研 究 を 主な
目的 とす る観 測所 で,定 常 的 に は,地 磁気,電 離 層,宇
宙 電 波 雑 音,地 震,オ ー ロ ラ光 の5つ の項 目の観 測 を行
っ て い ます.
観 測 所 の あ る ソ ダ ンキ ラ村 は,北 極 圏 の 北緯67.3度,
東 経26.4度に位 置 す る,人 口 約5000人(ソダ ンキ ラ 郡の
人 口 は11000人)の村 で,観 測 所 は,そ こ か ら7km程
南 の キ チ ネ ン川 の ほ と りに建 て られ て い ます.同 じ敷地
内 に,フ ィン ラ ン ド気 象研 究 所 の 測候 所 と オ ゾ ン観 測装
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置 とが 設 け られ て お り,気 象 研 究 所 は,南 極 で オ ゾ ン観
測 も行 って い ます.
観 測 所 が 常 に行 っ て い る観 測 につ い て,地 磁 気 の 観 測
は,設 立 当初 の1913年に 開始 され,そ の観 測 結 果 は毎 年
出 版 物 に し て 刊 行 し て い ま す.電 離 層 観 測(1-
16MHz)は,　IGY　(国際 地 球 観 測 年)の1957年 に 開 始
され,そ れ 以来,臨 界 周 波 数,E層,F層 高 度 と い っ た
観 測 結 果 を 月 報 と して 発 行 して い ま す,宇 宙 電 波 雑 音
(リオ メ ー タ)の 観 測 は,1964年に ソ ダ ンキ ラで 開始 さ
れ た 後,67年 に は ケ ボ,ヌ ル ミヤ ル ビの2つ の地 点 に お
い て も観 測 が 始 め られ ま した.1971年に な る と.北 欧 で
の リオ メ ー タ ネ ッ トワ ー ク観 測 が 展 開 され る よ うに な り,
現 在 で は,ア イ ス ラ ン ド.ス ピ ッツ ベ ル ゲ ン,ノ ル ウ
ェ ー,ス エ ー デ ン,フ ィ ン ラ ン ドで観 測 が 行 われ て い ま
す.リ オメ ー タ は27.6MHzから51.4MHzの間の 周 波 数
で 観 測 を して お り,電 離層 吸 収 量 の毎 時 の 最 初 の 一 分 値,
一 時 間毎 の 最 大値 とデ ジ タル記 録 とを1971年よ り月 報 に
載 せ て い ます.ま た,ド イ ツの マ ッ クス プ ラ ン ク超 高 層
大 気研 究所 とデ ンマ ー ク気 象研 究 所 を主 とす る国 際 共 同
プ ロ ジ ェ ク トで あ る,16行16列に並 ん だ256本の ペ ン シ
ル ビー ムア ンテ ナ に よ る電 離層 吸 収画 像 観 測 器(イ メ ー
ジ ン グ リオ メー タ)を ス カ ンジ ナ ビア 半 島 に設 置 す る計
画 に も,主 要 な メ ンバ ー と して 参 加 して い ます.地 震 観
測 が 開 始 され た の は1957年で す.オ ー ロ ラ 光学 観 測 は,
1913年に 目視 観 測 と して 始 め られ,そ の後,全 天 カ メ ラ
に よ る観 測 と な り,現 在 で は掃 天 フ ォ トメ ー タ観 測 も併
せ て行 って い ます.ソ ダ ン キ ラ は,イ ギ リス,ド イ ツ,
フ ラ ン ス,ノ ル ウ ェ ー,ス ウ ェ ーデ ン,フ ィ ン ラ ン ドの
ヨ ー ロ ッパ の6か 国 で 運営 さ れ て い るEISCAT　(ヨー
ロ ッパ 非 干 渉 性 散 乱 レ ー ダ ー)の 受 信 局 の ひ とつ と な っ
て い ま す,観 測 は1981年に始 め ら れ ま した.こ の レー























キラ ・イオン化学モデル(SICモデル)を 開発 していま
すが,こ れは電離層D層,E層 内の電子とイオンの密度
を求める一次元定常モデルであり,電離源として降下電
子,降 下プロ トン,5-134nm帯の太陽放射,銀 河宇
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第34次南極地域観測隊出発
第34次南極地域観測隊(佐 藤夏雄隊長ら55名,中国の







測定,海 氷園生物調査,リ ュツオ ・ホルム湾沿岸露岩域
での地質精査の夏期観測活動を行 う.
越冬観測では,領 空系の 「極域擾乱と磁気圏構造の総
合観測」,地学系の 「クイーンモー ドラン ド及びエ ン
ダービーランドの地殻形成過程の研究調査」,気水圏系
の 「氷 床 ドー ム 深 層 掘 削 観 測 」,生 物 ・医 学 系 の 「海 氷
圏生 物 の 総 合 研 究 」 な ど を行 う.
設 営 面 で は,第32・33次 隊 員 に よ って 建 設 され た,管
理棟 の 内 装工 事 が 計 画 され て お り,34次隊 か ら運 用 が 開
始 され るF定 で あ る.管 理 棟 には 隊 長 室 ・食 堂 ・【矢療 ・
厚 生 設備 等 が あ り,生 活 面 で の 向 上 が 期 待 され る.
ま た,第33次 隊 と第34次隊 の 交 代 は2月 上 旬 を[1途に
行 う,な お,中 国 交換 科 学 者 は越 冬 を予 定 して お り,L]
本 の 南 極観 測 隊 で は,初 め て の 外 国 人 の 越 冬 とな る.
そ の 後,「 し らせ 」 は ケ ー シー ・ア ム ン ゼ ン 湾 で 地
学 ・海 洋生 物 等 のue}‖IJを実 施,海 洋 観 測 を行 い つつ 帰 途
につ き,3月 .止句 に シ ドニ ー に 寄}巷,4Jl13日東京 に拓}
港 す る予 定 で あ る.
な お,第33次 越冬 隊 員 及 び 第34次夏 隊 員 は,3月28日
シ ドニ ー か ら空 路 帰 国 す る.
4


























平 成4年9月1日 ～9月7日 　 Dr.　MATHAVAN,　V.
(スリ ラ ンカ 国 立 ペ ラデ ニ ア 大学 上 級 講 師)
9月2日 　 Dr.　RADHAKRISHNA,　T.　(イン ド地 球 科
学 研 究 所 研 究 員)
9月5日 一9月10日 　 Prof.　RAO,　A.　T.　(アン ダ ラ大 学
教 授)
9月7日 　 Mr,　NORR[S,　B.　(カン タ ベ リー 博 物 館 研 究
員)
9月9日 陳 迂 愚 　(Dr.　CHEN,　Tlngyu)
(中国 地 質科 学 院 地 質研 究 所 ・副 所 長)
9月9日 一9月12日 　 Prof.　LANGE,　M.　A,　(ラッ プ ラ
ン ド大 学教 授)
9月12日 一9月23日 　 Prof.　BERING,　HL,　E.　A,　(ヒ
ュー ス トン大 学 教 授)
9月13日 ～9月18日 　 Dr.　TRIVETT,　N.　(カナ ダ 大 気
環 境 研 究所 研 究 員)
Dr.　SALMON,　J.　(同研 究 員)
9月17日 ～9月19日 　 Dr.　ACHARYYA,　S.　K.　(イン ド
地 質調 査所 副 所 長)
9月22日 ～9月26日 　 Prof.　BENSON,　C.　S.　(アラ ス カ
大 学 地 球 物 理 研 究 所 名 誉教 授)
9月28日　 Prof.　FALTHAMMAR,　C.-G.　(スウ ェ ー デ
ン王 立科 学技 術 研 究 所 教 授)
9月30日 ～10月2日 　 Dr.　SALVIGSEN,　0.　(ノル ウ
ェ ー 極地 研 究 所 研 究 員)
1G月3日 一10月5日 　 Dr.　JAYATILEKE,　S.　(セイ ロ
ン科 学技 術研 究 所 研 究 員)
10月14H　Dr.　LANSMAN,　M.(フ ラ ン ス 国 立 地理 研 究
所 測 地部 長)
10月19日～10月22日　 Dr.　AHN,　Byng・ho　(キュン ボ ク
国 立 大学 準 教 授)
11月1H-11月6日 　 Mr.　ALLEN,　J.　H.　(米国 大 気 海
洋 局/米 国 地 球 物 理学 デ ー タセ ン ター ・STP世 界
資 料 セ ン ター所 長>
ll月6日　 Ms.　STOCKTON,　E.　(米国 国 務 省 情 報 調 査
局 地 図 課 地 図 専 門 官)
Mr.　JOHNSON,　M.　(同地 図 専 門't'{)
観測隊だより
10月は天候に恵まれ,日.・日と日照時間が長 くな りそ
れにつれて気温も徐々に高 くなって きた.オ ゾン全量値









は基地近傍のペ ンギンル ッカリーでアデリーペ ンギ ンを
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month]y　C]imatic　Data　for　Japanese　Antarctic　Stations)
昭和 基 地
(Syowa:89532)
平 均 気 温(Meantemp.)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temp.)(℃)
最 低 気 温(Min.temp.)(℃)
平 均 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure,　sea　level)　(hPa)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(hPa)
平 均 相 対 湿 度(Meanrelativehumldity)　(%)
平 均 風 速(Meanwind　 speed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10.min.mean)　(m/s)
瞬 間 最 大 風 速(Gust)　 (m/s)
平 均 雲 量(Meancleudcover)　(1/IO)































記録 していた.酸 素同位体組成の季節変化,主 要な火
山シグナル,1960年代の水爆実験 を示す トリチウム濃
度プロファイルなどに基づいてコアの年代を決め,コ




















もので,19世紀末からの降水の酸性化 と時期 を同 じく






増加 を示すが,こ れは第2次 世界人戦後に急激に普及
した自動車などディーゼルエ ンジンからの窒素酸化物
(NO.)の増加 を反映 していると考えられる.こ のよ
うに.グ リーンラン ドの氷床 コァは,北 半球の文明圏
から放出された物質による大気環境の変化を,明 瞭に
記録 しているのである.
Site・J,　Greenland
年 代
